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第６学年算数科学習指導案

１ 割合の表し方を考えよう （比）単元名

単元指導の考え方２

こんな子どもだから こんな内容を

○ 本単元では百分率や割合の表

し方を元にして，二つの数量の関

係を表すのに比を用いることがで

きると言うことを理解するととも

に，比の表し方と比の相当などに

略 ついて理解し，それらを用いる能

力を伸ばすことをねらいとしてい

る。

こんな活動で（算数的活動）

○ 総合的な学習（国際理解）と

関連づけて，日本と外国の国際比

較を行う。自分が調べてみたいテ

ーマを決めてメールフレンドに質

問し，自分のクラスの実態と比較

したり，調べたことを相手にわか

りやすく伝えようとする活動を行

う中で，割合や比に関する内容を

取り上げて，理解を深めていきた

い。そして最後はそれらを関連づ

けて，全体の国別比較を行ってい

きたい。

単元の目標 めざす児童の姿

① 割合をそのままの数を用いて表せる比の良さ ○わかった姿

に気づき，進んで生活に生かそうとする。 意欲的に学習に取り組み，図・言葉

（関・意・態） ・表・式などを使って自分の考えをわ

② 既習の割合と比を総合的にとらえて考える。 かりやすく説明できる。

（数学的思考） ○できた姿

③ 二つの数量の関係を比で表したり，等しい比 自分が予想していた時と実際に答え

を作ったりすることができる。 をもとめた後とを比較して，それが予

（表現・処理） 想範囲内であったとき。

④ 比の表し方と比の相当を理解する。 ○学ぶ楽しさを味わう姿

（知識・理解） 自分が学んだ後にそれらを使って友

達に自分が調べて得たことを伝えよう

として文章に書いている姿。
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３ （総時数８時間）＋総合的な学習１３時間， 図工カード作り５時間指導計画

過 時 学習活動と内容 指導の方法の工夫

程

○ レディネステスト（朝自習の時間内に

つ １ 行う）

か ○ レディネステストの結果から弱点と思 ○ 文章問題に重点を置き，苦手だと思

む われる部分の問題をいくつか解いておき わせないようにわかりやすく説明してい，

割合の既習事項を想起させる。 く。

１ ○ 割合が日常に使われている場面の問 ○ 割合を知っていると日常生活で役に

題をいくつか解いていく。 立つということを力説しておく。

○ メールフレンドに質問した内容から ○ あらかじめ問題化しやすいメールを

見 １ 比に取り上げることができそうなものを チェックし，どれを取り上げるかターゲ

通 問題化し，比の意味を理解させる。 ットを絞っておく。

す ○ 問題化するときは黒板に直接記入す

るのではなく，ボードに記入させ，次時

にも使えるようにしておく。

１ ○等しい比の表し方を，クラスの人数が ○ アメリカテキサス州のウエンディの

さ 違う場合にどのようにすればよいかを通 クラスではプレイステーション２を２２

ぐ して考えさせていく。 人中１２人が持っていました。これは大

る 本 原小学校の６年３組３３人中何人が持っ

時 ているのと同じになるかを考えさせる活

動をとおして，等しい比を理解すること

のよさを実感させる。

１ ○ 比を簡単にする方法を考える。 ○正確ではないにしろ，およそ何対何と

表せることになるのかや，実数で比較す

るよりも相対的に比較していった方がわ

。かりやすい場面をとらえて説明していく

１６：４のとき，およそ４倍という言い

方もあるが，それらは４：１と同じであ

るということを日常生活で使いやすい事

象をとらえて考えさせていく。
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○ 比の性質を利用して一方の量を求め ○ 速さの学習をしたとき，時間，距離

１ る。 との相関関係を想起させながら，一方の

量を求める方法を関連づけていく。

○ お互いにメール交換したことを元に ○ 「自分が得た情報を他の人に知って

つ １ 問題を作り，自力解決した後，教室の枠 もらい国際感覚を身につけよう」ともち

， ，く を取り払って解きあう。 かけ 自分の問題をしっかりと解かせて

る 問題を解く相手におよそ何対何になるの

かを予想をさせてから実際に問題を解い

てもらうようにする。

○ 各クラスごとにお国柄のわかったこ ○ デジカメや表などを使い，言葉では

２ とをボードにまとめ，メールで海外のフ わからなくても，他に伝える手段はたく

ま レンドにも紹介していく。 さんあるということを実感させながら数

と 学的な内容を含んだメールを書かせるよ

め うにする。

る

４ 平成 年１１月５日（金曜日）６校時 年３組教室本時 16 6

本時の目標５

○ わかった 等しい比の表し方を理解することができる

○ できた 大きさを比較する方法を自分なりに解決することができる

○ 楽しさを味わう 友達に自分の方法を説明して，わかってもらおうとしている姿

（数理的なおもしろさ）
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６ 本時指導の考え方

前時までの学習 本時の指導にあたって

○子どもたちは，前時までに割合を表す ○本時は，割合を表すときには分数やパー

方法として分数やパーセント，歩合で表 セント，歩合のような表し方もあるが比を

す以外に比というものがあるということ 使った方が大きさを簡単に比べることがで

を学習してきている。 きるということを等しい比を求めながら理

解させていく。

本時指導の具体化 アメリカテキサス州のウエンディのクラスではプレイステーション２

を２２人中１２人が持っていました。これはＯ小学校の６年３組３３人中何人が持っている

のと同じでしょうか？ という問題のもと，はじめに予想をし，自分が考えた方法で解決の

方法を考えていく （ここが数学的思考力を発揮する場面であり，既習事項や既習体験を生。

かす場面でもある）そして自分なりの考えを説明したり，友達の考えと比較していく中で，

自分の考え方以外にも様々な解き方があることを知り，その中に等しい比を求めて比べるや

り方があることを知る（発見の場）を仕組む （ここが数学的活動の場面）。

※数学的活動には念頭操作，数いじり，ノートに説明を書くことも数学的活動として含まれ

ると仮定した場合

７ 本時の展開

過程 学習活動と内容 評価方法 活動を促す支援

つ １ 前時までの復習をし，本

か 時の学習問題から，学習のめ

む あてを確認する。

。(１)本時の学習問題を知る

実際にアメリカから来たメールを

アメリカのウエンディの もとに国際比較（とまで言うと大

クラスでは22人中12人が げさであるが）していこうとけし

プレステ２を持っていた かけ，メール相手の学校といろい

これは６年３組33人中何 ろなものを比べていこうという関

人が持っていることと同 心・意欲を持たせる。

じになるでしょうか？

(２)本時の学習めあてを確認 ・めあてを書き写し

する。 ている （関）。

どちらが多いことになる

か，比べよう。
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見 ２ 既習学習をもとに問題を ・ 年生での百分率 ここではいろいろな考え方が出5
通 解決する方法を見通す。 や前時の比の関係な てくることを期待しているので，

。す ・割合で考えてみよう ど既習学習を生かそ 解き方や書き方は自由にやらせる

（ ，（○％，○割○歩，およそ うとしている 関心

２人に１人など） 思考）ノート 片方を同じ割合の数で見たらい

・比で考えよう。 くらになるのかで大きさを比べる

： ＝ ：□ ことができることに気づかせる。22 12 33

つ ３ 見通しを生かして問題を

く 解決する。

る

（ ）アメリカのゲーム保 ○友達にわかるよう ○ 自分で考えた方法をわかりやす1
有の割合を求め，日本の人数 に説明する文章を書 く説明できるように紙に書いて準

に当てはめて考える。 いているか（意欲） 備する。

ノート

（２）人数とゲーム台数を比

で表し，等しい比の関係に気 ○説明文は数学的に

づく。 正しい解釈がなされ

（３）割合で比較するのと比 ているか（数学的思 ２２÷１２だと小数が出てきて

で比較するのではどちらが比 考）ノート パーセントでは表しにくいが，比

べやすいか考える。 の考え方を使えば簡単に２分の３

倍になっていることがわかる。

ま ４ 「等しい比」の関係をま 実際に６年３組が持っている人数

と とめる。 ・前項と後項を同 を確認し，どちらが多く持ってい

め じ数で割ったりかけたりして ることになるか考えさせる。

る できる比を「等しい比」と言

い，これは割合が同じという

ことになる。

＜予想される課題＞

○ 時間的に４５分では終わらないだろうから６０分に拡大するか，５時間目途中から算数を

始めるか，はたまた前の時間までに考えを作るところまで進めておいて交流する場面から始

めるか，そこが問題だ。

○ ２０人中１２人が持っていて３０人では何人持っていることになるかを考えさせた方が簡

単だが，これでは百分率や分数で解いてもいいし，比の良さが伝わらない。例題としてこれ

（２０人）を先に解いてから本題（２２人）に持っていくという手もあるが時間が足りなく

なる。

○ ヒントの与え方

わからない児童に対して １ 計算でつまずいている子には電卓で解かせる。

２ ヒントを書いたプリントを与える。

３ ２２人中１２人は何分のいくつになるか考えさせる。

４ 数直線で表して考えさせる。

５ 近くの人に尋ねる。


